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おとしよりに 散髪奉仕 市内田町で 奉仕を続けており感謝されています。散髪奉仕は、毎月，I回 

理髪店を開いている藤森健悦さん(3 =＝五所川原青年クラブ会 理髪店の定休日である月曜日に市の老人家庭奉仕員の案内で 

年前から自宅でねたきりのおとしよりたちの散髪 巡回しているもの。 (3月24日市内錦町山口イソさん町）方で） 長＝＝は、 3 

仁
f
プ
叩
（
至

災
二
 

一一
一月
一
一
十

七
日
（
木
）
 

仙
台
晴
、
朝

八
時
十
五
分

青
森
を
発

つ

と
き
に
は
雪

で
あ
っ
た
が
、
 

十
二
時
四
十

五
分
仙
台
へ
着
い
た
と
き
に

は

か
ら
り
と
晴
れ
あ
が
り
今
春
最

高
の
日
和
と
の
こ
と
で
あ
る
。
 

早
速
東
北
農
政
局

へ
行
く
。
 

卸
売
市
場
の
農
地
転
用
手
続
き

が
遅
れ
関
係
者
が
心
配
し
て
い

る
と
の
こ
と
な
の
で
農
政
部
農

地
課
へ
許
可
の
促
進
方
を
お
願

い
す
る
。
課
長
が
不
在
で
阿
部

農
地
利
用
係
長
と
会
っ

た
が
、
 

事
前
審
査
の
内
示
は
ほ
ど
な
く

認
せ
る
段
階
に
き

て
い
る
と
の

こ
と
。
内
示
が
畠
て
か
ら
転
用

許
可
の
本
申
請
を
提
出

す
る
こ

と
に
な
る
が
、
提
出
に
あ
た
っ

て
留
意
す
べ
き
事
項
を

メ
モ
書

き
に
し
て
指
示
し
て
く
れ
る
。
 

そ
れ
に
よ
る

と
、
①
他
の
法
令

等
に
よ
る
許
認
可
等
を
要
す
る

事
項
が
あ
る
場
合
は
そ
の
見
込

み
を
確
認
で
き
る
資
料
を
添
付

し
、
②
造
成
計
画
、
資
金
計
画

に
つ
い
て
も
具
体
的
説
明
資
料

を
添
付
す
る
こ

と
。
③
用
、
廃

水
計
画
に

つ
い
て
も
同
様
の
こ

と
。
④
転
用
に
伴
う
土
砂
の
流

出
、
崩
か

い
の
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
に
は
必
要
な
防
除
措
置
を
 
 

講
ず
る
こ
と
。
（⑤
水
路
の
付
替

え
な
ど
代
替
施
設
を
設
け
る
場

合
に
は
、
農
業
生
産
条
件
に
悪

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
措
置
 

し
、
関
係
者
の
同
意
書
を
添
付

す
る
こ
と
。
な
ど
で
あ
る
。
帰

庁
早

々
担
当
者
に
指

示
し
万
全
 

を
期
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
 

建
設
部
開
発
課
で

は
普
通
農

道
整
備
事
業
に
つ
い
て
陳
情
す

る
。
こ
れ
は
四
十
八
年
度
分
割

採
択
と
な
り
、
第
一
期
分
五
十

年
度
ま
で
の
三
カ
年
継
続
事
業
 

と
し
て
飯
詰
地
区
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に

第
ニ
期
分
を
五
十
年
度
新
期
事

業
と
し
て
採
択
方
を
申
請
し
て

い
る
の
で
是
非
と
も
採
択
し
て

ほ
し
い
旨
お
願
い
し
て
辞
す
る
。
 

東
北
地
方
建
設
局
で
は
、
池

田
河
川
管
理
課
長
、
斎
藤
河
川

計
画
課
長
ら
と
お
会

い
し
た
が
、
 

岩
木
川
河
道
整
備
事
業

（
河
川

公
園
建
設
）
は
前
年
度
ど
お
り

の
子
算
が

つ
く
で
あ
ろ
う
と
の

明
る
い
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。
 

東
北
郵
政
局
に
は
五
所
川
原

郵
便
局
舎
新
築
の
お
祝
い
と
早

期
建
設
に

つ
い
て
の
お
礼
を
申

し
の
べ
る
た
め
立
寄
っ
た
が
、
 

菅
田
管
財
課
長
は
以
前
五
所
川

原
の
局
長
を
し
て
お
ら
れ
た
方

な
の
で
な

つ
か
し
い
話
し
に
花

を
咲
か
せ
る
。
 



、
 

日
 

〔毎月 1 日、巧日発行〕 

五
十
二
年
「
あ
す

な
ろ
国
体
」
の
柔
道

会
場
に
予
定
さ
れ
て
 

五
一
中
体
育

さ
る
三
月
一
一

十
て
．日
、
五

十
年
度
の
 
「
 

全
日
本
柔
道

選
手
権
東
北

予
選
大
会

」
 

が
開
か
れ
ま

し
た
。
 

大
会
は
、

一

東
北
柔
道
連
 

盟
の
主
催
で
 

開
か
れ
た
も

の
で
、
東
北

六
県
か
ら
五

十
四
入
の
選
 

手
が
参
加
、
 

全
国
大
会

の

胡
場
権
を
か
け
た
熱

戦
に
、
お
よ
そ
三
百

人
の
フ
ア
ン
か
ら
盛

ん
な
声
援
が
と
ん
で

い
ま
L
た
。
 

国体リハーサル熱戦 

一
 

い
る
、
 

館
で
、
 

鷲鷲多 

力
ー
労
災
、
雇
用
保
険

料
 

／
 

申
告
は
五
月
十
五
日
ま

で
i
 

ill-I ll1 ll日 11日 	11日 11日 

50,1011離職 
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（例） 

50.5.20就職 

②
 

、7儒避讐慧L \r*Jh1 1年以上 
―年 
未調 

30歳未満 90日 90日 

30歳以上 45蔵未満 180日 9011 

45歳以 1: 55歳未満 240日 9011 

55歳以 h 300n 911 H 

1 心身障害者等 	55歳未満 240日 舶iI 
「就職困離な者 	55歳以上 300日 9011 

労
働
保
険
判

一
労災
保
険
、
 

雇
用
保
険
」
の
巾
告
書

（
五

十
年
度
更
新
）
の
提
出
と
保
険

料
の
納
付
は
、
五
H
ト
五
日
ま

で
で
す
？
 

巾
告
書
等
の
用
紙
、
手
続
き

の
説
明
書
な
ど
は
、
四
月
初
旬

に
お
手
元
に
お
送
り
い
た
し
ま

す
が
、
な
る
べ
く
早
め
に
中
告

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

j
\‘
，
中
1
口
皿“
の
書
き
方
な
 

1
 に
つ
い
て
説
明
と
指
導
の
場

叱
、
日
程
に

リ
い
で
も
同
時
に

ご
案
内
し
ま
す
か
ら
、
 ご

つ
ど
 

・

？
の
よ
い
会
場
と
日
時
を
選
ん

で
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ

い
。
 

な
お
，
法
律
な
ど
の
改
正
に

よ
n
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月

一
日
か
ら
給
付
内
容
の
大
幅
な

改
善
と
、
こ
れ
に
伴
っ

て
保
険
 

「
 
街路
樹
を
大

切

コ
 

F
に
し
ま
し
よ
う
」
 

雪
解
け
と
と
t
に
，
道
路
ト

に
冬
期
問
の
泥
や
族
な
ど
が
出

ま
す
が
、
街
路
樹
の
根
元
に
置

か
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
 

謝
木
も
人
間
と
同
じ
で
、
新

鮮
な
杢
気
を
吸
収
し
な
け
れ
ぱ

い
け
ま
せ
ん
。
根
元

に
泥
や
雌

な
ど
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
根

が
だ
ん
だ
ん
と
腐
リ
で
枯
死
し

ま
す
。
 

街
路
樹
へ
の
い
た
ず
ら
は
や

め
て
く
が
さ
い
。
心
な
い
人
t
 

お
り
毎
年
数
十
本
折
ら
れ
ま
す
 

み
な
さ
ん
方
が
発
見
し
た
ら
，
 

？
ぐ
市
か
警
察
署
に
連
絡
し
で

く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
カ
を
お
願

い
・
）ま
す
。
 

料
の
率
ガ
引
き
ト
げ
に
な
り
ま
 

L
た
。
さ
ら
に
、
労
働
保
険
は

こ
と
し
四
月
．
日
か
ら
労
働
者

を
使
用
す
る
事
業
は
、
業
種
、
 

規
模
め
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
ナ

べ
て
適
用
事
業
と
な
り
ま
す
“
 

『た
だ
二
、
当
分
の
間
、
農

林
、
水
産
業
な
ど

一
部
に

つ
い

て
は
強
制
適
用
か
ら
除
外
さ
れ

ま
す
h

・
一
 

労
働
保
険
料
や
労
災
保
険
の

給
付

に
つ
い
て
は
、
 
「五
所
川

原
労
働
基
準
監
督
署
第
二
課
（
 

電
話
、

昌
二
二
O
九
番
〕
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
 

（青
森
労
働
基
準
局
）
 

四
月
一
日
か
ら
失
業
保
険

法
が
、
新
し

い
雇
用
保
険
法

に
変
わ
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
伴
い
、
 
一
般
の
方

は
む
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
出
稼

ぎ
さ
れ
る
方
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
L
よ
う
。
 

給
付
日
数
と
被
保
険
者
期
間
 

い
ま
ま
で
の
失
業
保
除
」
金の

給
付
日
数
は
、
被
保
険
者
で
あ

っ
た
期
間
〔
働
い
た
期
間
）
の

長
短
に
よ
っ

て
九
十
日
分
か
」り

最
高
三
百
日
分
ま
で
給
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
で
い
ま
し
た
が

雇
用
保
険
法
に
な
り
ま
す
と
次

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。
 

m
 

一
般
被
保
険
者
の
求
職
者
 

給
付
 

最
初
か
ら
雇
用
期
間
を
定
め

な
い
で
被
保
険
者
と
な
り
失
業

し
た
場
合
の
給
付
日
数
は
，
離

職
の
日
以
前
一
年
間
に
被

保
険

者
期
間
（
離
職
の
日
か
ら
さ
か

の
ぱ
っ
て
、
満
一
力
コ
‘
》と
に
 

②
、
短
期
特
例

被
保
険
者
の
求

職
給
付
 

季
節
的
に
雇

わ
れ
る
入
、
ま

た
は

一
年
未
満

の
短
い
期
間
雇

わ
れ
る
人
が
失
 

業
・
した
場
合
は

離
職
の
日
以
前

一
年
間
に
被
保

険
者
期
問
、
！
」
 

の
場
合

の
被
保

険
者
期
間
は
、
 

い
ま
ま
で
と
同

じ
よ
う
に
暦
の
 
 

区
分
し
て
賃
金
支
払
い

の
基
礎

と
な
っ
た
日
数
が
十
四
日
以
上

で
あ
る
場
合
を
ー
カ
月
と
し

て

計
算
し
ま
す
）
が
六
カ
月
以
上

あ
っ
た
時
に
維
職
し
た
日
の
年

齢
と
、
就
職
困
難
な
人
に
該
当

す
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
で
次
の

よ
う
に
な
ー
り
ます
。
 

9
 

5
 

1
‘

ー
I
Iー
 

8
 
H
 

8
 

一
  n

月
メー
 

!‘
 

一
 

に
u
 

、
 

，
ノ
】
 

、
 

6
 
1
!
/
 

‘
《
b
→
、
 

》
．?
2
 

【
、
 

ー
●
（
 

.
 

支
払
い

の
基
礎
と
な
っ
た
日
数

が
あ
れ
ば
よ
い
．
い）
が
六
カ
月

以
上
あ
る
時
の
給
付
日
数
は
、
 

一
率
に
五
十
日
分
と
な
り
、
安

定
所
に
求
職
中
込
み
し
た
後
時

期
が
終
？
た
最
初
の
認
定
日
に

一
時
金
と
し
て
一
括
支
給
さ
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
で
給
付
を
受

け
た
翌
日
か
ら
就
職
t
て
も
返

す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お

こ
の
場
合
の
受
給
期
間

は
、
離

職
し
た
日
の
翌
日
ら
六
カ
月
で

す
か
ら
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

さ
い
。
 

た
だ
し
、
こ
と
し
言
月
 
十

日
以
前
に
被
保
険
者
と
し

て
 

925I l。251 11
.25

9.  25 	10.  25 

月 I lIO月】 J11)i. ~ 

14日 14日 14日 14日 1411 	1411 

注
 
現
行
法
で
は
、
被
保
険
者

期
間
の
長
短
に
応
じ

て
、
六
ケ

月
以
L
十
ケ
月
未
満
九
O
日
、
 

十
ケ
月
以
上
五
年
未
満
一
八
〇

日
、
五
年
以
上
ト
年
未
満
二
．
 

。
日
、
十
年
以
E
二
十
年
未
満

了
七
〇
日
、
二
十
年
以
上
三
o
 

。
日
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
 



国
体
標
語

（
五
所
唄

凍
会
場
）
の
人

賞
者
表

彰
式
が
、
さ
る
四
月
一

日
市
民
文
化
会
館
に
十

六
人

の
・A
賞
者
が

出
席

し
で
お
こ
な
わ
れ
ま
L
 

横
山
君
ら

に
表
彰
状
 

表
彰
式
で

は
，
小
山
 

市
教
育
長
か

ら
入
賞
者
 

山
噂
 

鼻
、
『
 
ひ
と
り
ひ
と
り
に
表

彰

「
 
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ

成
田
不
二

雄
審
査
長
か

ら
、
入
賞
作

品
の
選
考

経
過
が
報
告
さ
れ

ま
し

た
．。
市
で
は
，
あ
す
な

ろ
国
体
を
盛
り
あ
げ

る

た
め
一
、あ
ら
ゆ

る
機
会
に

入
選
作
品
を
役
だ
で
る

こ
と
に
し

で
お
り
ま
す
。
 

、

J
 

万
ち
び
っ
子
農
員

〈
開
園
 

自
然
に
親
し
も
う
 

一
 

資
格
を
取
得
し
、
四
月
一
日
以

降
に
離
職
し
た
人
は
い
ま
ま
で

の
取
り
扱
い
と
同
じ
で
す
。
 

一
般
の
求
職
者
給
付
 
九
＋
日

分
〕
か
、
特
例

一
時
金
（
五
十

日
分
・
）
の
どち
ら
で
も
本
人
 

の
希
望
す
る
方
を
受
給
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
就
職
先
で
資
格

を
取
得
L
ま
た
は
離
職
票
交
付

の
手
続
き
を
と
る
時
に
、
前
も

っ
て
ど
ち
ら
を
希
望
）
る
か
事

業
主
に
申
し
出
て
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
手
続
き
は
、
求
職
中
込

み
の
時
で
も
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
事
業
所
で
の
離
 

目
的
 
農
地
、
農
圏
．を
持
た

な
い
児
童
．
生
徒
が
自
然
に
親

し
み
、
花
や
そ
さ
い
の
植
え
方

育
て
方
を
学
ん
で
心
身
を
き
た

え
よ
う
と
す
る
も
の
。
 

農
園
の
場
所
 
市
広
域
新
農

業
七
ン
タ
ー
（
電
話
⑦
一
 
〇

四
番
〕
、
市
内
毘
沙
門
字
上
熊

石
一
切
一
三
、
 
（
市役
所
か
ら

一

七

・
五
キ
ロ
津
軽
毘
沙
門
停
留

所
か
ら
徒
歩
で
七
分
）
 

農
園
の
区
画
 
百
区
画
 
一

区
画
三
十
平
方
冨
（
九

・
一
坪
 

，
十
五
平
方
冒
（
四
・
丘
坪

が
各
五
十
区
画
 

開
園
の
期
間
 
四
月
ニ
十
七
 

H

（日
）
ー
十

一
月
一百
（

日
 

利
用
日
と
時
間
 
毎
週
日
曜

日
の
午
前
八
時
半
ー
午
後
四
時

ま
で
 ，

競
簿
嘩
 

マ
お
申
し
込
み
 
各
学
校
を

通
じ
、
四
H
十
七
U
ま
で
市
教

脊
委
員
会
「
太
陽
と
雪
の
課
」
 

“J一，、
 

引
率
 
保
護
者
に
お
願

い
し
 
 

ま
す
。
た
だ
し
、
保
護
者
が
引

率
で
き
か
ね
る
場
合
は
、
係
員

が
引
率
し
ま
す
。
 

植
え
付
け
る
作
物
 
枝
豆
、
 

キ
ウ
”
、
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
馬

鈴
蔓
大

根
、
白
菜
、
花
（
ダ
 

リ
ヤ
、
ケ
イ
ト
ウ
，
ア
ス
タ
）
 

用
具
 
作
業
に
必
要
な
用
具

は
、
各
自
準
備
願
い
ま
す
。
 

な
お
、
農
園
か
ら
収
穫
の
作

物
は
、
自
由
に
お
持
ち
帰
り
で
 

き

ま

甘
 

而柳
難
翻
 

魂
馴
 

犬
の
放
し

飼
 

い
は
や
め
て
 

犬
を
放
し
飼
い
す
る
と
、
県

飼
い
犬
取
締
条
例
に
よ
り
罰
金

を
受
け
る
ニ
と
に
な
り
ま
す
。
 

保
健
所
で
は
、
随
時
麻
酔
銃

に
よ
り
野
犬
の
補
獲
を
お
こ
な
 

，一て
お
り
ま
す
が
、
命
中
部
位
 

に
よ
り
死
亡
す
る
と
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
絶
甘
に
犬
を
放
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
」
 

『五
所
川
原
保
健
所
）
 

生活環境 
バトロール本部 

 

住みよい 

環境づくりに 

雷
 

 

  

4
 

ー
  

4
・
 

ー
カ
月
で
計
算
 

し
、
各
月
十
一
 

日
以
上
の
賃
金
 

＠
昭
和
五
十
年

の
特
例
（
出
稼

ぎ
者
、
季
節
雇

用
者
一
 

昭
和
五
十
年

度
に
限
り
、
四

月
一
日
以
降
に

就
職
し
た
人
で

も
、
五
十
年
中
 

（五
十
一
年
一
・
．
 

月
三
ト
ー
日
ま

で
）
に
離
職
ー
・

求
職
申
込
み
ー
」
 

た
場
合
は
、
 

保
険
金
日
額
等
 

※
保
険
金
日
額
は
四
月
一
日

・h」
ら
次
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
す
c
 

※
い
ま
ま
で
の
扶
養
手
当
、
就
職
支
度
金

は
な
く
な
り
ま
す
n
 

※
求
職
の
手
続
き
な
ど
は
い
ま
ま
で
ど
お

り
で
す
が
、
認
定
日
は

四
週
間
一
回
と
な

り
ま
す
ロ
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
職
業
安
 

定
所
に
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
ロ
 

ー
 

新
 
 

職
票
の
書
き
方
が
ち
が
う
力
「
 

前
右
っ
て
手
続
き
を
と
っ
f
お

か
な
い
と
離
職
票
の
訂
正
等
言

お
こ
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
支
給
を
受
け
る
ま
で
日
数
が

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

た
だ
ー
』
、
 
，
般
の
求
職
者
給

付

（
九
十H
分
〕
を
希
望
す
る

場
合
に
は
、
あ
く
ま
で
も

ー
で

説
明
し
た
よ
う
に
被
保
険
者
期

間
が
各
月
十
四
日
以
上
満
六
カ

月
な
け
れ
ば
受
給
資
格
が
な
い

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
い
 

人
賞
お
め
で
と

う
 

1
2給
付
 

⑧
保
隣
料
  

m
資
格
要
件
 

短
期
層
用
特
例
 

五一
 
日
分
 
す
。
 

 
一
、
U
0
0
分

C
r
)
一
一
ご
 

数
十
 

H
以
上
）
と
す
る
  

（最
低
四
ケ
月
二
ト
．
一日
」
 

 

潤
一
ウ
月
計
算
に
よ
る
被
保
険
者
 

ま
で
の
間
は
こ
れ
を
凍
結

L
、
暦
  

【（
万働
者

一
、
a
。
0
分

Q
)六
、
 

 

期
間
六
ケ
月
以
ヒ

（各
月
賃
金
支

払
基
礎
日
数
十
四
日
以
上

〕
を
要

月

I
!
)
.

L

(&
.
9'
t
t
t
t

3
2
.

4
礎

H
  

失
業

C
'
)
H
数
に
応
じ
て
最
高
九
十

計
算
に
よ
る
被
保
険
書
期
問
六
ケ
 

但
し
、

明
年

m山
一
月
一
二十

一
日
 

現
行
失
業
保
険
法
 

一
時
金
に
よ
る
三
十
日
分
 

短
期
扉
用
多
散
層
用
す

る
業
  

、
 0
0
0
分

Q
)t

、
五
〕
 
 

凍
結
を
五
十
年

四
月
一
日
鱗
除
  

、
 0
0
0
分
の

一
八

（
労
働者
 

雇
用
保
険
法
案
 

ど
お
り
給
付

」
 

 

一
、
0
C
C
分

C
'
)
.
.
.
'
 

 

で
の
み
当
分
の
間
凍
結
す
る

一
、
0
0
0
分
の
一
f
t
一
'
.
t
f

艦
t
  

ニ
月
以
前
に
被
保
険
者

と
な
っ
た

短
期
特
例
保
険
に

対

L
-
rは
現
行

五
ト
日
分
「
但
し
，
昭
和
五
十
年

短
期
雇
用
待
例
被
保
険
者
に
っ
い
 

俺 

1王 

賃 金 H 諏 
‘台付盤1晋ホ手議 

14 l H"~3,叫1] 

a.叫耳月～1,500円 

8割一 6割 	1. 400円 

6割 

現行失業保険制度で （注1 

) 。 

は， 	」律に前職賃金 

の 6割の比率で次の

ように定められでし・ 

る 	(44.1O.1ikiE 

( ~日） 

貫 金 日 龍 給付車 保

H
 

険
 
金

額
  I, 	4 6 7!3 

6. 	lOON 
6 割 

870円 
I 

&800円 



〈

・
 

環
境

緑
化
ま

つ
り
・
 

「花
と
緑

の
市
」
 

△
と
き
 
四
月
十
八
日

（金
 

〕
ー
ニ
ト
二
日
（
火
）
ま
で
 

△
と
こ
ろ
 
市
庁
舎
前
「
お
 

祭
り
広
場
」
 

行
事
内
容
 

△
庭
園
樹
な
ど
履
示
即
売
会
 

一
般
庭
園
樹
、
盆
栽
、
鉢
花
 

類
、
園
芸
用
品
 

ム
第
ニ
回
市
民
植
樹
祭
 

母
子
と
寡
婦
 

家
庭
の
結
婚
資

金
の
貸
し
付
け

に
つ
い
で
は
、
 

母
子
福
祉
法
に

よ
っ
て
制
度
化

さ
れ
て
い
ま
す

が
、
同
法

に
よ

る
貸
し
付
け
限

度
額
（
八
万

円
 

）
以
上
の
経
費

を
必
要
と
さ
れ

る
方
に
、
市
独
自
に
限
度
額
八

万
円
以
内
の
結
婚
資
金
を
貸
し

付
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
n
 

対
象
者
ー
母
子
福
祉
法
と
同

様
、
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
、
 

扶
養
し
て
い
る
二
十
歳
以
E
の
 

四
月
一
一
十
日
 午
後

一
時
 

△
苗
木
の
無
料
配
布

対
象
は
一
般
市
民
。
 

樹
種
、

・サ
ソ
キ
。
 

△
接
木
技

術
講
習
会

一
般
市
民
を
対
象
に
 

四
月
午
九
H
(
 

土
）
午
後

一
時
 

を
開
催
 
か
ら
産
経
会
館
 

」
円
階
会議
室
で
 

△
緑
化
相
談
所
を
開
設
 

会
期
中
、
 
一
般
市
民
を
対
象
 

に
会
場
内
で
開
設
 

ム
花
と
緑
の
交
換
会
 

一
般
市
民
を
対
象
に
、
会
期
 

中
、
会
場
内
で
お

こ
な
う
 

ム
緑
の
羽
根
募
金
 

緑
の
期
間
中
 

f
・
「結
婚
す
る
際
に

必
要
と
す

る
、
挙
式
，
披
露
宴
、
（
琴具
、
 

計
器
等

の
購
入
費
用
と
す
る
。
 

利
子
ー
年
三
分
 

償
還
等

l
貸
し
付
け
の
H
か

ら
六
カ
H
間
据
え
置
き
、

五
年

以
内
に
、

月
賦
、
半
年
賦
、
年

賦
償
還
と
し
ま
す
こ
 

詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
福
祉

事
務
所
ま
で
お
問
い
あ
わ
せ
く

だ
さ
い
り
（T
一
：

一
．内
線
一
一

六
O
番
）
 

ノ
、
‘

・
？
‘

j
●
●
●
、

I
、
？
,
,
,

，
、
‘

、
‘、
I
、
J
、
 

国
民

年
金
 

四
月
末
日
が

納
期
限
 

昭
利
四
十
九
年
度
分
の
か
け

金
を
ま
だ
納
め
て
い
な
い
人
は
 

転
作
の
定
着

化
と
 

稲
作
復
帰
を

進
め
よ
う
 

こ
と
し
も
偏
作
転
換
奨
励
補

助
金
と
協
力
特
別
交
付
金
が

で
 

よ
す

‘
 

・
 

転
作
し
た
農
家
に
崎
し
昨
年

と
同
じ
単
価
の
稲
作
転
換

奨
励
 

補
助
金

ぐ
。
当
り
六
八
円
に
十
 

「
当
り
五
千
円
な
い
し

一
万
円

を
加
え
た
額
）
と
協
力
特
別
交

付
金

（キ
り当
り
九
円
五
十
銭
）
 

が
で
ま
す
。
 

稲
作
転
換
申
害
書

は
、
四
月
 

三
ト
日
ま
で
市
農
林
課
ま
で
申
 

告
二

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
 

   

  

告
の
な

い
も
の
は
奨
励
金
が

（
、
 

ま
せ
ん
。

申
告
用
紙
は
、
市
農

林
課
に
あ
り
ま
す
七
 

お
り
ま
せ
ん
か
。
 

か
け
金
を
納
め
で
い
ま
せ
ん

と
、
将
来
，
老
齢
年
金
が
う
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
け
が
や
ご

主
人
が
死
亡
し
た
と
き
な
ど
に

障
霊
昂
金

や
嫌
子
年
金
な
ど
が

う
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
か
け
金
は
四
H
末
日

ま
で
に
納
め
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

ま
た
四
月
末
日
を
過
ぎ
ま
十

・

と
か
け
金
は
、
直
接
社
会
保
険
 

，
務
所
へ
納
め
る
か
、
納
付
書

で
銀
行
や
郵
便
局
に
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
大
変
一
手
数

が
か
か
り
ま
す
。
 

（
国
民
年
金
係
）
 

「心

の
鍵
」
 

谷
 

川
 
久

美

子
 

第
一
中
学

校
三

年
 

（現
五
高
一
年
、
〕
 

あ
る
朝
の
二
と
、
新
聞
を
見
で
い
た
父
が
、
 
「
あ
つ
 

」
と
、
叫
ん
だ
《一
私
が
、
 
「ど
う
し
た
の
」
 
と
聞
いで

も
、
父
は
く
い
入
る
よ
う
に
新
聞
を
見
で
返
事
も
し
な

い
、一
し
ば
ら
く
L
ニ
、
、
 「秀
治
ど
清
春
、
死
ん
だ
ど
」
 

と
、
う
ち
ひ
し
が
れ
た
よ
う
な
声
で
い
っ
た
，
 ご
飯
仕

度
を
二
で
い
た
母
は
「
な
に
、
あ
の
開
拓

の
秀
治
君
だ

ぢ
が
」
 
と
驚
いで
、
父
の
見
で
い
た
新
聞
を
ひ
っ
た
く

る
よ
う
に
・
ニ・
、
みた
こ
こ
れ
は
私
た
ち
の
全
く
信
じ
ら
 

1
1な
い
事
故
だ
っ
た
。
秀
治
君
ら
友
だ
ち
二
一人
は
、
バ

イ
ク
で
夏
泊
半
島
に
遊
び

に
い
く
途
中
、

ス
ビ
ー
ド
を

畠
し
過
ぎ
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え
た
為
、
バ
ス
に
衝

突
し
た
の
で
す
り
そ
れ
に
 

そ
こ
は
ま
が
り
角
だ
っ
た
 

の
で
、
見
通
し
が
わ
る
く
、
 
 
パ
ス
が
見
え
な
か
っ
た
の
 

で
す
c
あ
の
大
き
な
バ
ス
の
下
敷
に
な
り
、
顔
形
も
判

別
で
き
な
い
く
ら

い
つ
ぶ
さ
れ
、
パ
イ
ク
も
め
ち
ゃ
め

ち
か
・に
こ
わ
さ
れ
、
あ
た
り
一
面
は
血
で
そ
ま
り
、
目

を
お
お
わ
ん
ぱ
か
り
の
惨
状
だ
っ
た
そ
う
で
す
っ
 二
人

乗
り
と
ス
ビ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
が
事
故
を
大
き
く
し
た

の
で
し
た
。
こ
の
若
者
達
は
、
子
供
の
頃
開
拓

の
分
接

で
、
私
の
父
に
も
母

に
も
教
わ
っ
た
人
達
で
し

た
一一
母

は
呆
然
と
ー
テ
、
、
 「あ
の
子
供
だ
ぢ
、
若
者
に
な
っ
て

バ
イ
ク
に
乗
っ

て
ら
ん
だ
べ
の
一
。」
 
「こ
れ
か
ら
と
い

う
時
死
ん
で
し
ま
っ
て
。
」
と
涙
ぐ
み
、
ご
飯
も
の
ど

を
通
ら
な
い
様
子
で
し
た
。
 

私
も
、
秀
治
君
た
ち
の
小
さ

い
時
、
ビ
ン
ボ
、
ノ
を
や

っ
て
笑
っ
て
い
る
姿
や
元
気
よ
く
自
転
車
に
乗
っ
て
い

る
姿
が
、
目
に
浮
か
ん
で
き
て
、
 「も
う
、
あ
の
人
た

ち
い
な
い
ん
な
あ
。
一
と
思
っ
た
ら
胸
が
し
め
つ
け
ら
ー
 

れ
る
よ
う
で
し
た
c
 

あ
と
の
一
人
の
良
夫
君
は
、
よ
う
や
く
一
命
を
と
り

と
め
ま
し
た
が
、
廃
人
同
様
で
、
思
考
力
を
失
い
も
ち

ろ
ん
働
く
こ
と
も
で
き
な
い
体
に
な
っ

た
と
き
き
ま
し

た
占
一こ
の
む
ご
い
突
然
の
事
故
で
私
た

ち
一
家
は
、
事

故
の
恐
し
さ
を
今
さ
ら
の
よ
う
に
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
事
故
を
起
こ
し
た
の
で
し
ょ
う
。
 

こ
の
二
入
は
交
通
ル

ー
ル
も
、
ス
ビ
ー
ド
違
反
も
す
べ
 

て
知
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
知
っ
て
い
な
が

ら
も
ス
リ
ル
を
あ
じ
わ
っ

て
み
た
い
と
か
、
 

か
っ
こ
い
い
か
ら
一
度
ゃ
っ

て
み
た
い
と
い

う
こ
と
か
ら
ス
い
」
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
、
大
き

な
事
故
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
 み
な

さ
ん
、
こ
の
若
い
命
を
失
っ
た
ニ
の
事
か
ら

私
は
欲
望
を
お
さ
え
る
事
の
出
米
な
い
私
た

ち
人
間
の
弱
さ
を
、
し
み
じ
み
と
考
え
さ
せ

ら
れ
た
の
で
す
「．
こ
う
す
れ
ば
悪

い
と
思
っ

て
い
な
が
ら
、
こ
う
す
れ
ば
他
人
に
迷
惑
が

か
か
る
と
知
り
て
い
な
が
ら
も
…
。
こ
ん
な

考
え
方
か
ら
ひ
き
お
ニ
す
問
題
は
、
バ
イ
ク

の
事
故
に
か
ぎ
ら
ず
、
私
た
ち
中
学
生
に
も

た
く
さ

・ん
あ
る
と
田
心
う
の
で
す
c
 人
間
な
ら

誰
に
で
も
ひ
そ
ん
で
い
る
、
よ
わ
さ
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
う

で
も
、
弱
さ
だ
と
い
っ
て

そ
れ
で
い
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
 
「
い
い
・
え
 

」
 
ニの
弱
さ
に
う
ち
勝

つ
こ
と
が
人
間
と
し

て
何
よ
り
も
，
大
切
な
「
」と
だ
と
思
う
の
で

す
。
 こ
の
打
ち
勝

つ
と
い
う
強
い
心
の
支
え

を
、
私
は
心
の
鍵
だ
と
言

い
た
い
の
で
す
。
 

家
に
鍵
を
か
け
る
ニ
と
は
簡
単
で
す
コ
し
か
 

L
、
心
に
鍵
・
を
かけ
る
こ
と
は
な
か
な
か
容

易
に
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な

さ
ん
、
私
た
ち
中
学
生
は
こ
の
心
の
鍵
を
し

っ
か
り
か
け
る
た
め
、
A
r、
何
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か
を
、

み
な
さ
ん
と
一
維
に

考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。
 
．番
私
た
ち
に

大
事
牽
こ
と
は
、
必
要
に
応
じ

て
心
に
健
を

か
け
よ
う
と
す
る
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
こ

こ
の
力
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
 こ
の
力
は
ど

う
す
れ
ば
身
に

つ
く
も
の
な
の
で
L
ょ
う
か
。
 

こ
れ
は
日
常
学
ん
で

い
く
す
べ
て
の
こ
と
が
 

ー
つ
ー
つ
積
み
重
な
〈
J
て
で
き
で
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

こ
う
考
え
て
く

る
と
、
 
「
心
の
鍵
を
か
け
る
カ
」
 
す
な
わ
ち

毎
日
の
学
習
こ
そ
が
私
た
ち
中
学
生
に
，
番

大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
r」
み
な
さ
ん

心
に
鍵
を
か
け
る
カ
を
し
っ
か
り
身
に

つ
け

私
た
ち
未
来
に
向
か
っ

て
正
し
く
歩

も
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

第
2
2回
 
五
所
川
原
地
区
 

中
学
校
防
犯
弁
論

大
会
優
勝
 

巨， この度，当公社が五所川原市広田地区に住宅団地を建設することになりましたが, 上事期間中は交通量の増大、あるいは 
~‘騒音その他いろいろの面でご迷惑をおかけ十ると思います。とくに’相当数の「ダン 7カー」 が前田野月方面から士砂を違 
Ir搬するため、道路の通行と横断の際には、十分ご注意し通学児童、生健をお‘，ちのご家庭におかれましては、子供さん達の 
1γ’声，安全について、一層のご指導をドさるようお願いしますっ 	青森県住宅供給公社 

「母子（寡婦〉家庭ヘコ 
Lー結婚資金を貸付ー」 おしらせ 
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